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　　　　　　　通学指導について

１） 学校にお願いする事
① 班長・副班長の仕事をきちんと教える。併せて地域責任者にも教える。
② 班長・副班長はリーダーシップが取れる・期待できる児童を選んで下さい。
③ 正門での挨拶運動は、タッチ挨拶→挨拶タッチになるようにお願いします。
④ 児童の挨拶は、正門での挨拶が実態とは言えず、通学時の見守り隊・地域の方への挨拶は
20～30％位で声が小さいと言うことを認識して下さい。

⑤ 児童のお迎えは学校内でする。また、自家用車は体育館南側に駐車するよう保護者に徹底して下さい。　
⑥ 芦田川西地区の下校は、登校班単位が良いと思います。　　他地域も同様です。
⑦ ３月の「ありがとうの会」も良いですが、年度初めに児童・保護者に紹介するようすれば良いと思う。
⑧ 学校に来られる大人の方は、学校関係者・地域関係者と思い、挨拶をしっかりお願いします。
※ 子ども会に未加入の児童の対応はどのようにしていますか？

２） 地域役員にお願いする事
① 班長・副班長の仕事をきちんと教え、徹底・確認をする。
② 年度初めだけでなく、ランダムに付き添い、通学状況の確認をする。　→　改善・見直し
③ 学校が臨時で休日となった場合には、地域見守り隊に連絡をする。
④ 自地域の見守り隊の方の顔を地域に紹介する。（総会等を利用）

３） 保護者にお願いする事
① 集合時間が守れるように送り出す。　　　特に、班長・副班長の保護者。
② 休む・遅れる場合は連絡をする。
③ 見守り隊の言うことを良く聞くように、日頃から話しておいて下さい。
④ 家庭の躾の中で、挨拶をお願いします。
⑤ 下校時間帯の見守り。（通学路に立つ・散歩する　ｅｔｃ）

４） 児童に守って貰いたい事
班長・・・皆のお手本となる行動をする。
① 挨拶を自ら進んで行う。　　　→　しない子に注意する。
② 班員が揃っているか確認する。
③ 決められた出発時間通りに出発する。
④ スピードを考えながら（時々振り向いて確認）通学する。
⑤ 前に行く班と合体しない。（自班の確認が疎かになる）

副班長・・・皆のお手本となる行動をする
① 挨拶を自ら進んで行う。　　　→　しない子に注意する。
② 班員の行動を後ろから見て危険なことをしていたら注意する。
③ 班員の行動を後ろから見て遅れていたら注意する。　または、スピード調整を班長に言う。
④ 後の班と合体しない。（自班の確認が疎かになる）

班員
① 班長・副班長の言うことを良く聞く
② 危険な行動をしない。
　・傘を振り回す・縁石上を歩く・ハンドポケットで歩く・危険道路で2列歩行　ｅｔｃ

③ 列が離れないようにスピードに合せて通学する。
④ 体調不良の場合は、班長・副班長に話す。
⑤ 班長・副班長の姿を見て、参考にする。

５） 見守り隊（地域安全推進委員会・交通指導員etc）が実施する事
① 交通安全・防犯面での同じ目線での指導。
交通：横断歩道の通行　　横断歩道のない横断通行　　歩道のない道路通行　　危険な交差点
防犯：不審者　　不審状態　　

② 下校時間帯の見守り。（通学路に立つ・散歩する　ｅｔｃ）

　　　　昨年末に最近の登下校状況を見たり聞いたりし、不安を感じましたので地域安全推進委員と
　　　　福山市交通指導員が集まり､児童の登下校時の気になる点・苦労されている点・こうして貰い
　　　　たい点について話し合いを実施しましたので紹介させていただきます。

地域安全推進委員会
福山市交通指導員

６年生の皆さんへ

後輩にお手本となる行動をし、

有終の美を飾って下さい。


